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第2回～第4回WGでの議論の範囲と関連性（１／２） 

 第2回WGでは恒設設備／可搬型設備の取扱いに係る協議を行い、第3回WGでは特
重施設の取扱いに係る協議を行う。 

 これらは深層防護の実装の観点で互いに関連するため、第4回WGで第2回及び第3

回での議論を纏める。（次葉の図参照） 

WG 議題（第3回以降は案） 

第2回 

設計段階からシビアアクシデントを考慮可能な新設炉における設備構成を最適化するこ
とを踏まえ、恒設設備/可搬型設備のあり方を議論する。 
• 恒設設備／可搬型設備の特徴 
• シビアアクシデント対策の考え方（既設炉） 
• シビアアクシデント対策の考え方（新設炉） 
• シビアアクシデント対策の最適化（恒設設備と可搬型設備の組合せ） 

第3回 

新規制基準で要求される安全機能を整理し、物理障壁を考慮した新設炉でのＡＰＣその
他テロ対応のあり方を議論する。 
• ＳＡ設備／特重設備の特徴 
• ＡＰＣその他テロ対応（特重施設）の考え方（既設炉） 
• ＡＰＣその他テロ対応（特重施設）の考え方（新設炉） 
• ＡＰＣその他テロ対応の最適化 
  （第2回で最適化したシビアアクシデント対策と特重施設の組合せ） 

第4回 

第2回及び第3回の議論を踏まえ、新設炉におけるより安全でより合理的な深層防護の
実装のあり方を議論する。 
• 深層防護の実装の考え方 
• 第2回及び第3回での議論の纏め 
• 新設炉における深層防護の実装のあり方 
  （シビアアクシデント対策とＡＰＣその他テロ対策の技術要件） 

資料２ －２ 
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第2回～第4回WGでの議論の範囲と関連性（２／２） 

 既設炉におけるＳＡ設備（恒設設備／可搬型設備）と特重施設の組み合わせによる
深層防護の実装を図示する。 

※1 設計基準対象施設との多様性等の要求有り。
※2 他の重大事故等対処施設との多様性等の要求有り。

第3回ＷＧでの議題
新設炉における特重施設の機能のあり方を議論

（ＳＡ設備と特重施設の深層防護の実装につい
ては第4回ＷＧで議論）

既設炉：ＳＡ設備と特重施
設の機能が同じ層で重複

第4回ＷＧでの議題

深層防護の実装のあり方
を議論

第2回ＷＧと第3回
ＷＧの議論を纏める。

既設炉：可搬型ＳＡ設備主体の対応

第2回ＷＧでの議題
新設炉における恒設/可搬型のあり方を議論
(ＳＡ設備の深層防護の実装については第4回ＷＧで議論)

プラント状態 深層防護層の
目的

新規制基準 既設炉

通常運転
異常・故障発
生防止

第二章
設計基準対象施設
(運転時の異常な

過渡変化/設計基準事故)

異常・故障
の発生

事故への拡大
防止

設計基準事故
＋安全機能維持
(単一故障を想定)

著しい
炉心損傷防止設計基準に基づく

設備の安全機能
喪失

(多重機能喪失)

第三章
重大事故等対処施設※1
（運転中の原子炉におけ
る重大事故に至るおそれ

がある事故）

著しい
炉心損傷

大規模な放出
防止

格納容器損傷
防止

＋
(運転中の原子炉
における重大事故)

＋
(第四十二条 特定重大事
故等対処施設※2)

大規模な放出
格納容器損傷

放出抑制
・拡散緩和 ＋

(第五十五条 工場等外へ
の放射性物質の拡散を
抑制するための設備)

大規模な
放出・拡散

人的被害防止
環境回復

恒設DBＡ設備

多様性有り

可搬型
ＳＡ設備 恒

設
Ｓ
Ａ
設
備

多様性、
位置的分散等有り

特重施設
(テロ・ＡＰＣ)


